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研究目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

我々は日常生活で何気なく方言を認識している。方言は単にある地域で話されている言葉というだけでなく，その地域の文化的特徴や

心理的背景ともに密接に結びついている。方言から会話の相手の出身地や文化的背景などの情報を類推することで，より円滑なコミュニ

ケーションが可能となる。各方言の音声的特徴については，国語学や方言学の分野において多くの指摘がなされてきた。例えば東京方

言は子音が「丁寧」，あるいは「強い」，近畿方言では母音が「丁寧」，あるいは「長い」などである。しかし，従来の指摘は主に聴覚印象を

元にしており，方言の弁別を可能にする音声的特徴がどのような音響的，物理的要因に対応するか，またそれらの要因が音声生成機構

のどのような特徴に起因するかについての実証的な研究は少なく，その遂行が期待される。 

東京方言と大阪方言を対象とした一連の研究で筆者は，方言音声の音響的特徴についての定量的分析とその生理学的，神経学的機

序の解明を試み，一定の成果を得ている。本研究では母音の無声化に関する知見を基に，東京方言話者と大阪方言話者の母音無声化

環境時の声道形状と喉頭形状の比較検討を行う。 
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研究内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関東方言と近畿方言は同一の祖形を基に変化してきたにも関わらず，文法（動詞の音便形 「買う： かった ｖｓ こーた」），アクセント

（「菊： キク vs キ’ク」）等が体系的に異なる。また語の促音化は東京方言を中心とする関東方言では特徴的見られるが近畿方言では

少ない現象である。国語学の分野ではこれらの差異をもたらした要因は関東方言と近畿方言の発音の特徴の違いに還元できるという説が

ある。すなわち母音を丁寧に発音する近畿方言に対し，関東方言では子音を丁寧に発音する。そのため関東方言では母音の発音が粗

略になり，無声化が規則的に生じ，結果的に体系的なアクセント変化をもたらしたと考えられている。関東方言における語の促音化や動詞

の促音便化も同様に母音が脱落することにより生じたとされている。実際に共時的な母音の無声化の音声現象は東京方言を中心とする

関東方言に頻出する現象であることは，この仮説の妥当性を示唆している。 

筆者らの音響分析および光電グロトグラムを用いた喉頭観察による一連の研究により，音響的には同様の現象と捉えうる東京方言話者

と大阪方言話者の無声化が，生理学的には異なる特徴を示すものである可能性が示されている。すなわち東京方言話者の無声化は発

話の企画段階で無声化母音を意図して生成されるのに対し，大阪方言話者の無声化は有声母音を意図して発話されるにも関わらず生じ

る音声的な現象と考えられる。 

本研究では東京方言話者と大阪方言話者の無声化の生理的機序の違いをより詳細に比較するために，MRI(磁気共鳴装置)を用いた

検討を行う。また喉頭筋電図を用いた神経指令系統の研究の予備実験を行う。 
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本研究での検討項目は母音無声化環境と非無声化環境における，声道形状，および喉頭形状の比較である。MRI を用いることにより，

母音無声化を促進，あるいは抑制するような声道形状，および喉頭形状の調節が行われているか否かの詳細な検討が可能になる。本研

究では東京方言話者1名と大阪方言話者 2名を対象とする。また喉頭筋電図を用いた神経指令系統の方言差の比較研究の予備実験を

大阪方言話者 1 名につき行う。これらを検討することにより，方言の音声的差異とその史的変化への影響につき体系的な知見が得られる

ことが期待される。 

研究結果 

 

 

 

 

 

 

 

１） 無声化の頻度：東京方言話者(1 名)では無声化環境の母音は例外なく無声化し規則的な無声化が見られた。これに対し大阪方言

話者は1名はほとんど無声化が生じず， 1 名は半数程度の発話で無声化がランダムに生じた。 

２） MRI による正中矢状断画像の分析の結果： 声道の形状は 3 名とも検査語による明らかな違いは見られなかった。被裂軟骨の形状

は，東京方言話者は無声化した検査語では外転が見られたが，大阪方言話者では検査語，話者に関わらず差が無かった。 

３） MRI による喉頭の横断画像の分析の結果： 母音無声化時の声門開大パタンは東京方言話者の無声母音生成を示すパタンである

のに対し，大阪方言話者は有声母音生成を示すパタンであることが明らかになった。 

４） 無声化母音生成環境における喉頭筋の活動の研究の予備実験の結果：大阪方言話者 1 名の筋電図のパタンは先行研究で東京

方言話者について確認された無声母音生成を示すパタンとは異なる可能性が示唆された。 

今後の課題 

 

 

 

 

 

 

 

MRI を用いた声道形状，および喉頭形状の比較をより多くの被験者について行い，今回の結果を確認する必要がある。大阪方言話者

の無声化の頻度は話者による差が大きいことを考慮し，今後無声化の頻度の多い大阪方言話者についても検討する必要がある。また喉

頭筋電図を用いた本実験を複数の被験者につき行い，母音無声化時の神経指令系統の検討を行う必要がある。 
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図１ 大阪方言話者の/agise/（左）と/akise/（右）の母音/i/のタイムフレームにおける声道（上：正中矢状断図）と喉頭（下：横断図4スライス）の形状。左が無声化の

無い話者 O-1，右が無声化がランダムに生じる話者 O-2。矢状断図ではいずれの話者も声道形状，喉頭形状の検査語による明確な差は見られない。横断図でも

いずれの話者も被裂軟骨，声帯が内転している。すなわち，O-2は有声母音生成時の声帯のセッティングにおいて音響的な無声化が生じていることを示す。 

 

（注：フローチャート図，ブロック図，構成図，写真，データ表，グラフ等 研究内容の補足説明にご使用下さい。）                                 様式－１０ 
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図2 東京方言話者T-1の/agise/（左）と/akise/（右）の母音/i/のタイムフレームにおける声道（上：正中矢状断図）と喉頭（下：横断図4スライス）の形状。東京方言

話者は一般に/akise/など無声子音間の母音/i/の無声化が規則的に生じる。矢状断図では声道形状は検査語による差は見られないが被裂軟骨は/agise/に比べ

/akise/の方が背面に留まっている。これは被裂軟骨が開大していることを示唆している。横断図でも被裂軟骨は/agise/では内転し，/akise/では外転している。す

なわち，東京方言話者は有声の/i/と無声化する/i/では母音生成時の声帯のセッティングが異なる。これは先行研究と一致する結果である。 

 

（注：フローチャート図，ブロック図，構成図，写真，データ表，グラフ等 研究内容の補足説明にご使用下さい。）                               様式－１０ 
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